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月号 

９月の風の子はメンバーの休みがとても

多かった。全国的にもコロナの蔓延はま

だ続いていて、風の子もその影響を受け

ているのだろう。休みだらけの風の子

は、こんなにも閑散としている。 
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メンバー 広瀬 依生 

区民まつりで手漉きハガキ、メッセージカードなどを売りました。 

 

 

 

工房ぷらす 

≪はなみずき≫８月売り上げ 

合計 ２，６７０円 

 

手漉きハガキ（スイカ）     １８枚 売れました。 

手漉きハガキ（メロンソーダ）  １４枚 売れました。 

手漉きハガキ（くまのマリー） ２枚  売れました。 



１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行） 
２０２３年５月１１日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第８７４５号 風の子便り 
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企画でござる 
メンバー 三木直人 

９月２日（土）企画会議 概要 
●9月号の読み合わせ 

数か所誤植があったので、次回９月６日の全体の読み見合わせまでに

修正する。 

 

●夏の Tシャツ・タオルの荷物の取り扱いについて 

１～２ケ月商品の発送がこちらの不手際により遅れてしまったため、どう

したらいいか皆に意見を聞いたところ代金は半額にするという意見が大

多数を占めていたら「もうこの際売り上げは気にしないで無料で送ろう」

と意外な意見が出たので 皆が「それも一理ある」ということで、謝罪を

して代金を受け取らずに無料で送る事になった。 

 

９月１６日（土）企画会議 概要 
●１０月号の各記事の進捗状況について 

順調に進んでいる記事もあるが、一部担当者が変わった記事もある。 

 

●カレンダーチラシ商品を販売の対象にするか？ 

今回も全商品を販売の対象とする。今回は、DM も送ることになった。  
 

 

 

 

この写真は風の子会が始ま

った当時の「サークルアラク

サ」で行われたものです。 

真ん中にボールを持ってい

るのは太田稔さんがボールを

蹴っている周りに足に紐をつ

けてボランティアが沢山いて

ハンデをつけながらゴロバレ

ーをしている様子です。太田

さんも随分若くて皆で楽しそ

うに行っています。私もこの

時が一番楽しかったような気

がします。 

 

yuki   

風の子・なつかしのアルバム 
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夕会報告 
８月２６日（土）夕会 概要 

報告者：小熊健 
司会：田中  補助職員：岡本 書記：石黒 

「議題」１）９月の散歩について 

２）区民祭りのテントの使い方について 
 

１）については、行った所の感想、これから行く人は行く場所を述べた。行き先

については、博物館や美術館がほとんどで、これは楽しめた人とそうで無か

った人との差が世代間ではっきりでた。したがって、散歩のメンバー編成は、

そういうことも考慮すべかも知れない。また、プラネタリウムに行くとの意

見がでたが、プラネタリウムは席が決まっていて動けない、博物館のように

動いている場所とは違うから止めた方がよい、との意見がでた。これに対し

て、プラネタリウムはほとんど会話がないのだからよいのでは、とかプラネ

タリウムがダメなら全部ダメではとの反論がでた、そこで、みんなで話し合

った結果、プラネタリウムは良いことになった。９月の散歩は賛成多数で継

続することになった。 

 

２）については、福祉部会のテントが４つありそれを、カレンダー班、こけし班、

ハガキ班の３班で使用するのだが 1 つあまる、そこで各班の要望を聞いた

結果、半分をカレンダー班が使用し他に要望がなかったので残りの半分に

は、風の子会のパンフレットを置くことになった。 

 

９月９日（土）夕会 概要 
司会：柳川 補助職員：木村 書記：岡本 報告者：小熊 

「議題」１．赤い羽根共同募金について 

２．１０月以降の夕会の司会について 

３．区民祭りについて 
 

１については、１０月４日(水)田町駅構内で１３時～１５時まで赤い羽根共同

募金を一緒に行わないかと誘いがあり、全員一致で参加することに決定した。

ボランティアの募集は太田さんと木村さんが担当することになった。 

 

２については、前回やってくれたメンバーと職員の感想が述べられ、みんな一 

生懸命やっていたので良かったとの感想が多かった。 

 

３については、昼食についての実行委員の提案を検討した結果、食事はテント 

内で、お茶はペットボトルで飲む、弁当を購入し代金は、1 日７００円とし、 

メンバーと職員から徴収する、その中からボランティアの弁当代も賄う。アル 

コールについては意見が分かれたので次回以降の夕会で決めることになった。 
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２０２３年カレンダー販売のお知らせ 

カレンダーの季節をむかえて 

風企画メンバー 太田稔 

 

昔、中国で神様の寄り合いがありました。１１種の動物たちがその寄り合いに

出席しました。しかし猫は遅れてしまいました。その寄り合いで、どうしても一

つ足りません。元締めの神様が架空の辰年という名を入れたらどうかとの意見

が出ました。他の神様が辰なんかいないよと言いましたが、他の神様がめんどく

さいからそれで良いと言いました。そしたら今まで反対していた神様もめんど

くさいから辰年でいいやと言ったのです。それから現在まで辰年という年だけ

架空の動物が使われていると僕は思います。 

来年はその辰年です。カレンダーがないと、どの月だが分かりません。どうぞ

カレンダーを買って見て確認してください。   

 今回もカタログに載っている商品は全部売ります！！ 

 

注文方法 

ご注文を希望の方はご連絡ください。「カタログ申込書」を郵送します。 

ホームページにも載せてありますので、そちらもご覧下さい。 

●注文先：特定非営利活動法人風の子会 

     〒105－0022 東京都港区海岸 2－6－29 平成海岸ビル 5階 

     ＦＡＸ：０３－６８０９－４００２ 

 

締め切り 

●１次締め切り：１１月 15日（火） 

※１２月５日（土）までの配達

を目指します。 

●２次締め切り：１２月 2日（金）  

※１２月２１日（水）までの配

達を目指します。 

 

送料 

●お届け先が港区区内で、日木祝

日以外の、日中１１時～５時までで、 

お届け 無料 

●商品郵送の場合は、ゆうパック等でお届けします。 すべて一律６００円 

今年は営業に行きます！（今年

のＴシャツタオルの営業の様子） 
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～ ２０２３年９月の出来事 ～ 

◎おかえり！ 

 ○長期入院していた島田君が風の子に元気に 

復帰した。 

  若手メンバー期待の島田君。 

これからも風の子でどんどん暴れていってね！ 

 

 

 

 

◎実習所コロナ事情 

 ○８月２２日、定期検査でメンバー１名、陽性判定。 

  ８月２７日、職員１名、体調不良から抗原検査をしたところ、陽性判定。 

  ８月２８日、メンバー１名、体調不良から抗原検査をしたところ、陽性判定。 

  ９月５日、定期検査でメンバー１名、陽性判定。 

  ９月１１日、メンバー１名、体調不良から抗原検査をしたところ、陽性判定。 

  ９月１３日、メンバー３名、体調不良から抗原検査をしたところ、陽性判定。 

  ９月１４日、メンバー１名、体調不良から抗原検査をしたところ、陽性判定。 

  この間、実習所は通常通り開所。 

  メンバー、職員、それぞれ自宅療養期間を経て復帰。 

 ・・・風の子、コロナまみれである。 

 

「病院では大変でしたが、頑張って検査

して、２回入院しましたが、元気に戻っ

て来れてよかったです！」島田君より 
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◎運営委員会（９月６日） 

 ○実習所コロナ対応 

  ☆今月に起きたコロナ感染について、改めて確認した。 

   →８月９月と感染者が増えてきている。予防対策再徹底が必要である。 

  ☆コロナ検査体制を再確認した。 

   ・職員の抗原検査は１１月まで継続 

   ・メンバーの全員ＰＣＲ検査は今後も継続（新しいクリニックと交渉中） 

  ☆コロナ５類以降の感染予防対策を再確認した。 

   ・コロナ発症者、陽性者の自宅待機期間は７日間を維持 

   ・マスク、消毒、パーテーション等、日常の感染予防対策の徹底 

   ・実習所内の二酸化炭素濃度は８００ｐｐｍ以下を維持 

   ・夏期の実習所内の換気再徹底（サーキュレーター使用） 

   ・メンバーの７回目ワクチン接種及びインフルエンザ予防接種の支援 

  ☆メンバーの家族に風邪等の症状が出たときの対応をお願いするチラシを作成し、 

   配布する。メンバーや家族に熱等の症状が出たときに、コロナかどうかすぐわか 

   るように、各家庭に抗原検査キットを配布する。 

 ○赤い羽根共同募金の参加 

１０月４日の午後１時から田町駅で募金活動が行われる。風の子会も誘われている。

今後も赤い羽根共同募金の助成を受けるためには参加した方が良いと思われる

ので、参加の方向で話を進める。 

○港区版ふるさと納税「団体応援寄付金」の紹介文を会報に掲載することにした。 

 

             文責 運営委員・小野塚 
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今月号のショットショット  

～買い物 ミッション編～スーパービバホーム豊洲店  

        作  柳 川敬 事  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

今月号のショットショット  ～散歩編～  

 

明治 大学 博 物館 にて  

だんなが誕 生 日 を  

祝 ってくれました！  

小野 塚  
 

い っ ぱ い 買 い ま し

た。  

柳川  
 

メーテル （ 銀 河 鉄 道

９ ９ ９ のヒロイン） じゃ

なくて「 めいじろう（ 明

治 大 学 の マ ス コ ッ ト

キャラクター） 」 ね  

田中  

 



１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行） 
２０２３年９月６日発行ＳＳＫＳ通巻第８８２８号 風の子便り 
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刀剣博物館にて  

海ほたるにて  

とにかく刀 がきれい。武 器 は

残 酷 だけどぜんぶきれい。  

小熊 健  

久 しぶりに行 ってやっぱり良 い

ところだった。気 持 ち良 かった。  

三木 直人  

小熊 健  
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●赤い羽根共同募金にご協力お願いいたします● 

赤い羽根共同募金が１０月から始まります。いただいた募金は、港区内の子どもたちや障

害者を支援する活動のほか、災害等準備金として被災地支援などに使わせていただきま

す。 

今年度も新型コロナウイルス感染症拡大防止に留意した募金活動の実施に努めます。 

ご不安も多い中かと思われますが、皆さまからのあたたかいご支援、ご理解とご協力の

ほど、よろしくお願いいたします。 

 港社協事務局、各地区総合支所協働推進課で10/2(月)から12/22(金) 

まで受け付けています。 

また、町会・自治会にもご協力いただき、募金の呼びかけをしています。 

募 金 方 法 

税の優遇措置 
に つ い て 

 赤い羽根共同募金に対する寄付金は、税の優遇措置の対象に 

なります。 詳しくはお問い合わせください。 

風の子会は、今年の募金でパソコンとプリンターを購入しました。 

東京都共同募金会港地区協力会（港区社会福祉協議会経営管理係内） 

〒106-0032 港区六本木5-16-45 TEL 6230-0280 FAX 6230-0285 

手漉きハガキのデザイン

にも幅が広がり、メンバー

も意欲的に取り組んでい

ます！ 

印刷の質も向上したので

福祉売店でも売り上げは

伸びています。 

●共同募金に関する問い合わせ先 
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「団体応援寄付金」の案内 

港区版ふるさと納税制度を活用した 

風の子会へのご支援についての案内 

港区では、港区版ふるさと納税制度「団体応援寄付金」による寄付を活用して港区内

の公益的活動団体を支援する取り組みをおこなっています。 

 団体を指定して港区に寄付いただくと、その７割を上限に、港区から補助金が団体に

交付されます。 

 風の子会も寄付の指定ができる団体となっています。 

団体応援寄付金のメリット 

 この制度は、当会が募集している、賛助会・寄付という直接のご寄付とは異なります

が、港区民以外の方にも、ふるさと納税の寄付控除が受けられるメリットがあります。 

 団体応援寄付金による寄付はふるさと納税の対象となり、租特税や翌年度の住民税に

ついて税額控除が適用されます。寄付者の収入等により一定の上限はありますが、実質

的な負担は２，０００円となります。 

 会としては、収入が直接のご寄付より３割減となっても、港区民以外の方の貴重なご

厚意が、ふるさと納税制度で報われることにも安堵できます。この制度の活用も歓迎し

ます。 

 

申し込み方法 

◆ パソコンやスマートフォンで、いつでも簡単にインターネット経由でお申し込みが

出来ます。下記のリンク先にあります「東京共同電子申請・届出サービス」からお申込

みください。 

https://www.city.minato.tokyo.jp/kikaku/hurusatonouzei/katuyou10.htlm 

◆ 応援したい団体の欄に「風の子会」と記入してください。 

◆ お申込み完了したら、港区から納付書が郵送されます。指定の金融機関の窓口で納

付してください。 

その他 

◆ご寄付に伴う港区及び風の子会からの返礼品はありません。 

◆本制度の詳細については、下記のリンク先をご参照ください。 

https://www.city.minato.tokyo.jp/zeimu/kurashi/zeikin/kifu/indeex.htlm 

         

https://www.city.minato.tokyo.jp/kikaku/hurusatonouzei/katuyou10.htlm
https://www.city.minato.tokyo.jp/zeimu/kurashi/zeikin/kifu/indeex.htlm
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑦ 

☆ ひとり言 ☆ 

～ メンバー、職員が日々の生活で思ったことを語るコーナー ～ 
 

来年は辰年ですね。辰といえば架空の動物です。なぜ辰というのは存在しない

のにあるのでしょうか。他は全部実際にいる動物なのにどうして辰だけが架空

の動物だが皆さん考えたことがありますか。あったら教えてください。僕が一

番疑問に思っていることです。 

メンバー 太田 稔 

 

陽性判定３度目にして初の有症状コロナになった。初日に３９度の高熱、その

後微熱が数日続き、得体の知れない意欲減退感が後遺症として残った。コロナ

なんてなるもんじゃないと心の底から思った。 

メンバー 小野塚 航 

 

井出さんはいつ来るの？（井出さんがコロナで休んでいるとき） 

メンバー 福島 基予子 

 

手紙やハガキは、日本の文化です。今はＬｉｎｅやメールで簡単にやり取り出来

る時代ですから、出す人は少ないそうなのでなくしたくないですね。  

メンバー 三木 直人 
 

いよいよ区民祭りですね。みなさん頑張りましょう 

職員 木村 智宏 

 

 

                 
GO！GO！川柳～第６回～ 

有栖川  古池飛び交う魚たち 水の流れも  いと哀しさや 

 

日々を住む  うつろに心を沈ませて  別の路へとゆかねばならぬ 
メンバー 信高 正義 作 

解説 

有栖川の川面を見て、何匹かの飛び交う魚を見ていると 

魚たちが川の流れに逆らう懸命な動きが憐れみすら感じさせる。 

 

解説 

毎日を過ごしながら心が日々沈んでいくのなら、別の人生を 

歩むのも人として、またあわれに感じる事もある。 

             ㊟:あわれ=趣のある 

次回は、島田さんです。よろしくお願いします。 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑬ 

 

風 の 便 り  
元職員 山田千春（旧姓：内田千春） 

 岡本所長からこのお話を頂いた時、遂に来ちゃったか・・・って言うのが

正直な感想でした(笑)文章力ゼロですが・・・と思ったけれど、これも何かの

縁と思い、書かせて頂きます。 

 私が在籍していたのはもう 13年前。（平成１３年〜２２年の９年間）専門

学校を卒業して初めての就職先が風の子会。右も左も分からずあたふた状態

の私をメンバーの皆さんが温かく見守ってくれていました。色んな行事にも

携わらせて頂きましたが、1 番の思い出は区民祭りです。工房メンバーが一

生懸命作った作品、企画メンバーが販売するカレンダーが売れた時、とても

嬉しかった事を覚えています。店番や、班行動で他のエリアを見て周ったり、

食べたい物を食べたりした事も楽しかったのですが、お昼のお弁当も本当に

楽しみでした(笑) 

 皆さん元気かなと退職してから一度？区民祭りに行った事がありました。

あの頃と変わらず接してくれて、また来たいと思って今に至ります（汗）  

 現在私は有料老人ホームで介護の仕事をしています。時々障害者の方と接

したいと思いつつ、日々過ごしています。 

 現在の住所だと道端でバッタリ会う事はありませんが、出掛ける事が好き

なので、港区に行った際は会えるかもしれません。そんな時はお声がけして

くださいね！皆さんもお元気でお過ごしくださいね。 

 

２００７年区民祭りにて、工

房商品を販売する山田（旧

姓：内田）さん（矢印） 
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ひとりぼっちの障害者をなくそう！⑭ 

風の子会職員募集 
●電話で応募 ０３－６８０９－４００１ 風の子会高浜生活実習所  

担当 井出 

 

●選考   履歴書と実習２～３日（実習手当、交通費支給します）面接 

 

●募集要項  

 

フルタイム 

職種 生活介護支援員 

 

勤務内容 

勤務場所 身体障害者の通所施設（風の子会高浜生活実習所） 

障害者介助、障害者の日課作業等の援助、実習所  

運営 

送迎業務（添乗） 

資格条件 女子（６４歳以下） 

その他資格不問、経験不問 

勤務日時 日曜、木曜、祝日を除く週５日 

８時４５分～１７時（1日８時間） 

夏、冬休み各６日程度 

基本給 １９６，２５０円～２０７，４００円（採用時年齢による） 

年次昇給あり 

残業手当 支給 （平均２～３時間程度あり） 

業務手当 月２，７００円（職位、資格に応じて） 

処遇改善

手当 

月 ２７，０００円 

通勤手当 全額支給 

賞与 夏冬 基本給の各２ヶ月分（年４ヶ月） 

社会保険 健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険、 

中小企業退職共済 
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☆風の子の部屋☆ 
～メンバーが思いのままに綴った、ちょっとした小話のコーナー～ 

尾籠（びろう）な話（汚い話） 
メンバー 太田 稔 

尾籠（びろう）な話（汚い話）で失礼です

が、この頃僕は、年を取ってきたせいか、お

尻が痛くて家でもヘルパーさんに「お尻が痛

いよ」と言って体勢を直してもらっています

。年を取るとおじいちゃんやおばあちゃんが

よく言っていたおしりが痛くなるのです。お

そらく肉が減って骨に直にあたるからです。 

まさか、この時、自分がそうなろうとは思

わなかったのです。ところが今自分がお尻が

すぐ痛くなる、そうするとヘルパーさんが「

年取ったね」と言いながら僕のことを治して

くれます。本当に年を取ってくるとどこもか

しこも痛くなってくるのです。いやなもので

す。 

※誌面が足りなかったので、「所長のため息」休載させていただきます。 

賛助会（寄付）のお礼 

賛助会（寄付）ありがとうございます。(９月６日～１０月３日)（順不同） 
櫻井 久美様    中山 信孝様   特定非営利活動法人 結ぶ会様    

 

令和５年度賛助会実績（１０月３日現在）７０件 2,095,216円 

●引き続き、賛助会・寄付を募集しています。手続きは、下記の連絡先までご連絡

ください。よろしくお願いします。 

連絡先：特定非営利活動法人 風の子会      

TEL：０３－６８０９－４００１    メールアドレス：kazenoko@kazenokokai.or.jp 

物品寄付のお礼 
物品寄付ありがとうございます。 (９月６日～１０月３日)（順不同） 

小西 雅子様 飯尾 裕子様 大橋 瑞子様 金子豊様  佐久間 久仁子様有限会社 三田様  

 

ひとりぼっちの障害者をなくそう 

特定非営利活動法人･風の子会 ～定価４０円～ 
編集人：【高浜生活実習所】生活介護 

企画編集メンバー                                  〒105-0022 

太田  稔       信高 正義                       東京都港区海岸2ー6ー29 平成海岸ビル5階 

小熊  健    広瀬 依生                            TEL  03(6809)4001 

小野塚 航    三木 直人                           FAX  03(6809)4002 

島田 龍司    柳川 敬事              ＨP：http://www.kazenokokai.or.jp/ 

田中     聡    幸  高史         e-mail：kazenoko@kazenokokai.or.jp 

                                       発行人：障害者団体定期刊行物協会 

                           東京都世田谷区祖師谷３ー１ー１７ 

   表紙デザイン：小野塚 航           ヴェルドゥーラ祖師谷１０２ 

御年８１歳。 

風の子の長老、太田稔さん 
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ギャラリー  
風の子 ＮＯ２３ 

折り鶴 桃色 

東京タワーと青空 

紅 小 紋 

目覚し時計 斎藤臣一 作画 

計 

読者様、ボランティア様からいただいた牛

乳パックを４時間煮込むところから手漉き

紙づくりがスタートします。 

綺麗に漉くために、時間と手間をかけて作

っています。表面を平らにしたりゴミがつか

ないように気を付けて綺麗になるように一

生懸命作りました。  

(1) はメンバーが芝公園から東京タワーを

撮影した写真を題材にしました。 

(2) はメンバー作画の目覚し時計です。 

(3) は折り鶴をボランティアさんが作ってくれ

たものです。 

(4) 風の子で初期の頃から作られている

小人形です。 

３枚 200 円で販売しています。 

これからも手漉きハガキやメッセージカ

ードを工房のみんなと一生懸命作って

いきますのでよろしくお願いいたします。 

 

メッセージカード ①  

② 

③ 

④ 
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